
わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
街
の
福

神
戸
の
中
の

鍵鍵

ロ
特
集
②
神
戸
と
福
祉
／
ル
ポ

F漣, ″蝿

驚皇鍵'，

|灘
７
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子
供
を
素
直
に
明
朗
な
よ
い
子
に
育
て
る
た
め
、
児
童
の
福
祉

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
指
導
、
治
療
、
措
置

を
と
っ
て
い
る
の
が
児
童
相
談
所
。
昭
和
三
十
一
年
に
設
立
さ
れ

昭
和
四
十
年
、
現
在
の
位
置
に
移
っ
た
。
所
長
の
蕗
原
孝
さ
ん
は
、

「
こ
こ
に
い
る
と
人
生
の
裏
街
道
を
歩
い
て
い
る
よ
う
で
…
…
子

供
に
は
責
任
は
な
い
ん
で
す
／
、
」
と
語
る
。
そ
の
子
供
を
守
る
た

め
に
こ
こ
の
職
員
の
人
達
は
皆
謙
虚
で
仕
事
に
徹
し
て
お
ら
れ
る

感
じ
が
す
る
。
児
童
福
祉
施
設
の
第
一
段
階
で
、
そ
の
児
童
の
心

身
上
の
問
題
に
よ
っ
て
調
査
、
判
定
の
結
果
処
置
を
決
め
る
。
養

護
、
里
親
、
し
つ
け
、
性
向
、
精
神
薄
弱
、
保
健
、
肢
体
不
自
由

児
、
視
聴
言
語
障
害
、
教
謹
、
触
法
行
為
な
ど
に
関
す
る
児
童
相

談
を
受
け
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
は
、
事
情
が
あ
り
家
庭
で
養
育
で
き
な
い
児

童
を
預
か
る
一
時
保
護
所
、
幼
児
室
、
学
習
室
が
設
け
ら
れ
て
あ

る
ち
ょ
う
ど
、
昼
食
時
で
幼
児
達
は
、
日
陽
り
の
い
い
部
室
で
保

母
さ
ん
達
に
見
守
ら
れ
食
事
を
し
、
二
階
の
学
習
室
で
は
、
小
学

１
年
か
ら
６
年
ま
で
の
児
童
が
一
室
で
学
習
し
て
い
た
。
二
段
ベ

ッ
ト
の
寝
室
や
、
広
い
運
動
場
、
優
し
い
保
母
さ
ん
も
居
る
。
で

も
、
子
供
達
は
心
な
し
か
淋
し
そ
う
で
あ
る
。

☆神戸市立児童相談所
神戸市兵庫区東山町４丁目2 0 の1 0 の５
T E L 5 1 1 - 8 3 4 4 （代表）

所長蕗原孝

立
派
な
児
童
福
祉
施
設
は
国
民
の
人
類
愛
、
社
会
連
帯
の
責
任

観
念
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
だ
。
当
学
園
は
、
四
六
年
に
第
二
期

工
事
に
着
工
、
昨
年
末
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
六
階
建
の
児
童

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
完
成
さ
れ
た
。
交
通
の
便
も
よ
く
、
風
光

明
娠
な
地
に
建
て
ら
れ
た
セ
ン
タ
ー
に
は
種
々
の
優
れ
た
設
備
が

整
え
ら
れ
て
い
る
。

学
園
の
歴
史
は
古
く
、
戦
前
は
同
朋
保
育
園
と
し
て
、
さ
ら
に

戦
後
に
は
早
く
も
二
五
年
に
養
護
施
設
同
朋
学
園
と
し
て
再
建
さ

れ
て
い
た
。

児
童
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
で
罪
悪
か
ら
救
い
、
幸
福
に
導

く
と
い
う
児
童
中
心
主
義
を
と
り
、
「
人
間
の
陽
気
ぐ
ら
し
を
根

底
に
し
た
宗
教
教
育
」
を
教
育
方
針
に
、
ま
た
生
活
態
度
に
し
て

い
る
。
保
育
所
に
は
乳
児
、
一
、
二
、
三
才
児
と
そ
れ
ぞ
れ
教
室

を
分
け
て
収
容
。
養
護
施
設
も
分
類
収
容
の
配
慮
が
さ
れ
て
い

る
。
適
切
な
訓
練
機
関
の
な
い
精
神
薄
弱
児
の
為
に
は
母
子
通
園

に
よ
る
集
団
指
導
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
他
に
、
民
間
家
庭
児
童

相
談
室
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
も
用
意
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
新
し
い
試
み
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
に
、
一
般

家
庭
の
子
供
達
に
集
団
生
活
の
体
験
の
場
の
提
供
、
誰
に
で
も
利

用
で
き
る
児
童
文
庫
の
〃
み
ち
ば
た
文
庫
″
の
計
画
が
あ
る
。

☆同朋学園
く養護施設＞
神戸市灘区篠原北町４丁目８－１
ＴＥＬ8 0 1 - 6 3 0 1

施 設長江川三郎

蕊蕊

篭織…
鰯

1１８
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☆あじさい学園

垂
水
区
神
出
町
の
山
林
に
囲
ま
れ
た
椎
の
木
学
園
、
ゼ
ノ
村
。

ゼ
ノ
ゼ
プ
ロ
ウ
ス
キ
ー
神
父
の
意
図
を
受
け
て
、
戦
災
孤
児
を
収

容
し
、
戦
災
孤
児
の
減
少
と
と
も
に
精
薄
児
、
精
薄
者
の
収
容
所

を
こ
の
地
に
設
け
た
坂
下
茂
己
氏
の
功
紬
は
大
き
い
。
昭
和
四
十

年
、
入
閲
児
童
７
人
を
以
っ
て
開
園
し
、
昭
和
四
十
四
年
、
コ
ロ

ニ
ー
「
ゼ
ノ
村
」
発
足
、
昭
和
四
十
六
年
に
、
縦
の
水
準
風
の
方

の
施
設
長
と
し
て
宮
本
二
郎
氏
が
就
任
し
た
。

こ
の
施
設
で
は
、
知
恵
遅
れ
の
子
等
が
社
会
の
厄
介
者
、
ゴ
ク

ッ
ブ
シ
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
独
立
自
活
に
必
要
な
訓
練
と
集
団
指

導
に
よ
っ
て
平
等
で
差
別
の
な
い
心
の
灯
火
を
な
げ
か
け
よ
う
と

職
員
の
人
達
も
懸
命
で
、
住
み
込
み
の
人
が
多
く
こ
こ
だ
け
で
一

つ
の
社
会
を
作
っ
て
い
る
。
０
才
ｌ
岨
才
ま
で
の
精
神
薄
弱
児

は
、
重
度
の
子
供
達
だ
け
は
融
離
さ
れ
、
軽
度
の
子
供
達
は
こ
こ

独
自
の
施
設
内
学
級
に
小
・
中
学
校
二
名
の
教
師
を
招
き
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
授
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
理
科
、
国
語
、
社

会
と
器
か
れ
た
時
間
割
り
を
見
な
が
ら
、
先
生
達
は
、
植
木
鉢
を

焼
い
た
り
、
カ
プ
ト
虫
の
養
殖
な
ど
が
出
来
る
よ
う
に
た
れ
ば
…

・
・
・
。
で
も
、
子
供
達
は
勉
強
を
決
し
て
嫌
い
ま
せ
ん
よ
ノ
．
と
語

る
。
重
度
の
影
供
で
も
近
づ
く
と
人
た
つ
っ
こ
ぐ
近
寄
っ
て
来
て

話
し
か
け
る
。
人
間
に
対
す
る
僻
戒
心
な
ど
微
些
も
無
い
。

愈
灘

静
か
な
長
田
の
丸
山
町
に
あ
る
「
あ
じ
さ
い
学
園
」
の
一
帯
は

「
た
ま
も
園
」
（
十
八
才
以
上
の
精
薄
授
産
施
設
）
「
あ
け
ぼ
の
園
」

（
中
・
高
生
を
対
象
と
し
た
精
薄
施
設
）
「
丸
山
学
園
」
（
小
学
生

対
象
の
ち
え
お
く
れ
の
子
供
達
の
施
設
）
な
ど
が
、
清
潔
な
雰
囲

気
で
建
ち
並
ん
で
い
る
。
す
べ
て
神
戸
市
の
施
設
で
無
料
と
い
う

こ
と
だ
。
「
あ
じ
さ
い
学
園
」
は
、
鋤
年
Ｉ
妬
年
ま
で
生
田
区
橘

通
に
神
戸
市
立
肢
体
不
自
由
児
療
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
歴
史
を
重

ね
、
“
年
５
月
に
名
を
改
め
て
移
築
さ
れ
た
。
園
長
の
今
井
孝
さ

ん
は
小
学
校
の
校
長
先
生
だ
っ
た
方
で
円
満
な
お
人
柄
。
入
園
は
、

児
竜
相
談
所
〈
兵
庫
区
東
山
町
〉
の
診
察
、
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
ど
の

施
設
に
入
る
の
が
い
い
か
快
ま
る
。
こ
の
園
の
特
色
は
、
西
市
民

病
院
の
粟
屋
先
生
（
整
形
外
科
専
門
）
に
よ
る
診
療
が
定
期
的
に

あ
り
〈
水
・
金
は
外
来
も
可
〉
医
療
と
し
て
の
機
能
訓
練
が
な
さ
れ

ま
た
訓
練
士
四
名
が
通
園
し
て
く
る
母
子
と
共
に
保
育
、
機
能
訓

練
、
給
食
指
導
に
あ
た
る
。
年
令
は
三
才
か
ら
五
才
迄
で
、
土
曜

Ⅱ
は
、
早
期
治
療
と
訓
練
の
た
め
三
才
迄
の
子
供
た
ち
が
通
園
で

き
る
。
園
長
は
「
子
供
た
ち
に
と
っ
て
何
よ
り
も
楽
し
い
訓
練
の

場
で
あ
り
た
い
し
、
室
内
訓
練
プ
ラ
ス
屋
外
訓
練
も
行
っ
て
健
康

児
と
変
ら
な
い
可
能
性
を
伸
ば
す
成
長
を
位
置
づ
け
た
い
で
す

れ
」
と
語
る
。
定
員
四
十
名
。

☆神戸縦の木学園
< 精神薄弱児施設＞
神戸市垂水区神出町南6 1 9
ＴＥＬ（078 ) 9 6 5 - 0 9 2 1
施 設長宮本二郎

< 肢体不自1 1 1 児通園施設＞
神戸市長田区丸I l I n I J 2 T I I 1 4
T E L 6 9 1 - 8 4 7 0

施 設長今井孝

﹇
９
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☆賀川記念館
< 隣保館＞
神戸市葺合区吾妻通５の３
ＴＥＬ２２１３６２７

館長村山盛澗

1２０

阪
急
芦
屋
川
駅
か
ら
西
へ
歩
い
て
十
五
分
。
甲
南
女
子
高
校
の

す
ぐ
下
に
あ
る
の
が
神
戸
で
唯
一
つ
の
虚
弱
児
施
設
「
グ
イ
ン
・

ホ
ー
ム
」
。
定
員
鋤
人
の
小
さ
な
施
設
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
一
つ
に

ま
と
ま
っ
た
家
庭
的
な
雰
州
気
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
ホ
ー
ム
の
中
は

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
い
く
つ
も
の
子
供
の
部
屋
に
分
れ
て
お
り
、

従
来
の
大
部
屋
的
な
施
設
に
み
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
〃
施
設
く
さ

さ
″
が
少
し
も
な
く
、
部
屋
の
中
も
子
供
の
表
情
も
、
驚
く
ほ
ど

に
明
る
い
。
こ
の
ホ
ー
ム
で
は
種
々
の
事
情
で
家
庭
で
生
活
で
き

な
い
二
才
か
ら
十
八
才
ま
で
の
虚
弱
体
質
の
子
供
を
一
時
的
に
家

庭
か
ら
離
し
、
健
康
指
導
を
す
る
と
同
時
に
、
集
団
生
活
を
通
し

て
情
緒
面
の
健
全
な
発
達
を
は
か
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
と
も

す
れ
ば
小
さ
な
子
供
た
ち
は
肉
親
か
ら
離
れ
た
シ
ョ
ッ
ク
と
環
境

の
変
化
か
ら
情
緒
不
安
定
に
陥
り
、
そ
れ
が
身
体
に
も
微
妙
な
影

響
を
与
え
る
。
そ
れ
を
防
ぎ
、
心
豊
か
な
人
間
に
育
て
あ
げ
る
た

め
、
集
団
の
中
で
の
佃
の
確
立
を
基
本
方
針
と
し
て
、
一
人
一
人

に
合
っ
た
き
め
の
細
か
い
指
導
が
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
こ
の
ホ
ー
ム
で
は
雌
生
協
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
毎
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
子
供
の
食
事
づ
く
り
を
つ
づ
け
て
い
る

が
、
長
期
に
わ
た
る
組
織
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も

っ
て
い
る
の
も
こ
の
ホ
ー
ム
の
特
色
と
い
え
よ
う
。

☆グイン・ホーム
< 虚弱児施設＞
神戸市東灘区本山町森字天神ｌ
ＴＥＬ４５１０１４６

施設長小笠原平八ＫＫ

〃
困
り
ご
と
は
ど
う
ぞ
、
生
活
上
の
こ
と
、
法
律
、
心
の
悩
み

ご
と
、
子
供
の
こ
と
、
身
体
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、
そ
の
他
た

ん
で
も
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
〃
と
賀
川
記
念
館
の
入
口
の
壁
に

貼
紙
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
賀
川
豊
彦
が
「
死
線
を
越
え
て
」
を
書

い
て
、
日
本
で
の
社
会
福
祉
運
動
へ
の
胎
動
を
見
せ
、
終
る
こ
と

な
く
続
く
賀
川
精
神
の
実
践
拠
点
。
現
館
長
は
村
上
盛
胴
さ
ん
。

内
容
は
、
保
育
所
と
隣
保
事
業
で
、
保
育
所
は
、
一
五
○
名
の
園

児
達
が
、
朝
七
時
半
’
五
時
半
（
こ
の
辺
り
は
朝
早
く
仕
事
に
出

か
け
る
母
親
が
多
い
）
夜
五
時
半
’
九
時
迄
で
、
乳
児
か
ら
幼
児

迄
の
ほ
か
に
、
鍵
っ
子
の
た
め
の
学
童
保
育
（
三
○
名
）
も
あ
る
。

も
う
一
つ
は
隣
保
事
業
で
、
朝
九
時
か
ら
夜
九
時
迄
小
学
生
か
ら

老
人
ま
で
の
巾
広
い
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
高
生

の
ク
ラ
ブ
活
動
、
家
庭
ク
ラ
ブ
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
青
年
ク
ラ
ブ
で

は
お
茶
お
華
か
ら
ス
ポ
ー
ッ
ダ
ン
ス
な
ど
も
あ
り
、
ま
た
、
こ
の

地
域
の
人
々
の
相
談
室
や
、
地
区
家
庭
を
対
象
と
し
た
吾
妻
の
会

で
は
皆
が
会
費
を
だ
し
て
掃
除
や
、
街
燈
な
ど
身
の
辺
り
の
こ
と

を
行
っ
た
り
、
ま
た
田
舎
か
ら
で
て
き
た
人
が
多
い
地
区
な
の

で
、
春
・
秋
の
運
動
会
、
盆
踊
り
、
バ
ザ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
い

っ
た
お
祭
り
を
吾
妻
小
学
校
で
開
く
な
ど
、
す
べ
て
が
地
域
に
密

着
し
た
人
間
味
ゆ
た
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
だ
。
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☆和光園
< 養謹老人ホーム＞
神戸市須磨区養老町１の３５
ＴＥＬ7 3 2 - 0 0 9 3

施 設長福田三男

一
八
九
九
年
に
創
立
さ
れ
、
こ
の
一
月
で
七
四
年
め
を
迎
え
た

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
昨
年
十
月
、
生
田
神
社
の
西
か
ら
加
納
町
二
丁

ｎ
に
移
娠
し
た
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
い
う
ま
で
も
な
く
青
少
年
の
健
全

な
育
成
を
目
的
と
し
て
極
々
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
役
割
は
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
狭

い
意
味
の
教
育
・
福
祉
活
動
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
以
前
の
福

祉
ニ
ー
ド
を
満
た
し
て
い
く
と
同
時
に
、
さ
ら
に
都
市
化
に
よ
っ

て
起
っ
て
く
る
新
し
い
福
祉
ニ
ー
ド
に
対
応
す
る
た
め
の
先
駆
的

役
割
を
も
果
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
最
近
肥
満

児
と
か
情
緒
障
害
児
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
職
場
の
中
で
も
ス

ト
レ
ス
を
も
つ
大
人
が
増
え
て
き
た
が
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
新
館
の
体
育

館
は
こ
う
し
た
運
動
不
足
に
よ
る
現
代
病
に
対
処
す
る
た
め
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
、
室
内
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ー
ー
ン
グ
ル
ー
ム
な

ど
の
他
に
男
性
ラ
ウ
ン
ジ
、
女
性
サ
ロ
ン
、
サ
ウ
ナ
、
体
力
測
定

室
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
み
で
な
く
、
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
ま
た
中
高
年
層
の
人
た
ち
が
家
庭
や
職
場

で
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
た
め
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
場
と
し
て
の

役
割
を
も
も
っ
て
い
る
。
「
新
し
い
時
代
の
中
で
都
市
が
む
し
ば

ん
で
い
る
も
の
を
先
取
り
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
。
一
部
の
福
祉

か
ら
市
民
全
部
の
福
祉
へ
、
で
す
」
と
今
井
鎮
雄
さ
ん
は
い
う
。

神戸市生田区加納町２丁目
TEL241-7201(代）

総主事今井鎮雄

板
宿
に
近
い
養
老
町
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
神
戸
市
立
「
和
光
園
」

（
開
設
大
正
十
年
・
福
田
三
男
施
設
長
）
の
正
門
の
そ
ば
に
大
き

な
見
返
り
柳
が
あ
る
。
入
閣
出
園
の
際
に
心
の
慰
め
に
、
想
い
出

に
な
る
柳
。
そ
の
下
で
、
な
た
ぼ
っ
こ
を
す
る
お
年
寄
り
た
ち
。

有
吉
佐
和
子
の
「
洗
惚
の
人
」
で
一
躍
脚
光
あ
び
た
形
だ
が
、
定

貝
二
四
○
人
（
現
在
二
○
一
人
）
の
う
ち
、
老
人
性
痴
呆
症
三
一

名
、
病
弱
者
五
○
名
、
健
康
者
四
七
名
、
後
精
神
病
、
精
薄
、
肢

体
、
聴
覚
、
視
覚
障
害
な
ど
の
老
人
が
、
養
護
ホ
ー
ム
と
救
護
ホ
ー

ム
に
わ
か
れ
て
、
死
ん
で
野
辺
の
送
り
か
ら
、
お
墓
ま
で
面
倒
を

見
る
。
（
無
料
）
「
昨
Ｈ
も
飲
ん
だ
く
れ
て
ト
ラ
バ
コ
入
り
の
お
じ

い
さ
ん
を
連
れ
に
行
き
ま
し
た
よ
」
。
排
仙
二
八
回
と
い
う
最
高
記

録
か
ら
、
束
は
豊
中
、
西
は
尚
砂
ま
で
引
き
受
け
に
行
く
、
職
員

の
苦
労
は
並
大
低
で
は
な
い
。
四
分
六
で
女
性
が
多
く
、
寝
た
き

り
で
目
が
不
自
由
だ
け
ど
、
気
は
シ
ャ
ン
と
し
た
百
才
の
片
岡
フ

ミ
さ
ん
も
健
在
だ
。
閣
内
は
、
常
勤
医
師
、
薬
剤
師
、
赤
謹
婦
、

嘱
託
医
師
と
寮
母
さ
ん
が
健
康
管
理
と
看
謹
に
あ
た
り
、
和
室
、

特
別
静
養
室
が
四
四
室
、
特
別
浴
室
な
ど
設
備
も
広
い
。
遊
び
老

人
が
多
い
た
め
に
自
分
で
工
作
す
る
生
き
が
い
拳
笹
と
裏
山
の
果
樹

園
づ
く
り
や
、
大
工
仕
事
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
救
護
ホ
ー
ム
を

ぜ
ひ
法
的
に
認
め
て
ほ
し
い
と
い
う
現
場
の
声
が
あ
っ
た
。

☆神戸ＹＭＣＡ

１
２

灘
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☆友生養護学校
< 肢体不自由児の学校＞
神戸市東灘区住吉東町４丁｢ １１の５８
ＴＥＬ8 5 1 - 0 6 3 0

学 校長牧野一夫

1２２

ふ
つ
う
の
社
会
で
は
陽
の
あ
た
ら
な
い
子
供
達
の
こ
と
を
考
え

〃
谷
間
の
子
に
光
を
″
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
教
育
委
員
会
や
精

神
薄
弱
の
子
供
を
も
つ
親
か
ら
の
強
い
要
望
で
設
立
さ
れ
た
。

昭
和
三
八
年
設
立
後
、
岡
七
年
四
月
に
は
西
校
と
し
て
舞
子
に

束
校
と
し
て
三
宮
に
分
離
独
立
し
て
い
る
。
当
、
東
校
に
は
神
戸

市
の
東
部
地
域
の
生
徒
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
で
通
学
し
て
く
る
。

小
、
中
、
高
が
一
貫
さ
れ
て
い
る
。

社
会
生
活
を
し
て
い
く
の
に
役
立
つ
様
に
、
ま
た
勤
労
意
欲
を

養
う
意
味
も
あ
り
一
般
学
習
の
他
に
作
業
学
習
も
組
み
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
印
刷
、
木
工
、
タ
イ
ル
貼
り
他
の
生
産
作
業
学
習
、
中

学
生
に
な
れ
ば
職
場
実
習
も
行
な
わ
れ
る
。
二
週
間
に
わ
た
っ
て

森
林
植
物
園
や
ゴ
ム
工
場
で
の
実
習
は
生
徒
達
に
は
楽
し
み
で
も

あ
る
よ
う
だ
。

現
在
は
二
五
名
の
先
生
達
が
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
や
大
学
の
実
習
生
達
の
見
学
を
か

れ
た
訪
問
も
た
び
た
び
あ
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
。

自
立
生
活
を
可
能
に
す
る
よ
う
に
訓
練
を
受
け
、
豊
か
な
情
愛

を
育
て
、
生
徒
達
は
巣
立
っ
て
い
く
。
卒
業
後
の
進
路
に
は
ゴ
ム

工
場
、
機
械
工
場
へ
の
就
職
が
多
い
よ
う
だ
。
ま
た
職
業
訓
練
施

設
で
訓
練
を
続
け
る
人
、
洋
裁
学
校
へ
進
む
女
性
も
あ
る
。

☆青陽養護学校
〈精神薄弱児の学校＞
神戸市葺合区小野柄通２丁目
ＴＥＬ2 5 1 - 7 1 2 1

学 校長山本Ｉ清一郎

肢
体
不
自
由
児
の
養
護
学
校
。
全
国
で
二
番
目
に
設
立
さ
れ
た

と
い
う
歴
史
の
あ
る
学
校
で
（
小
・
中
学
部
は
昭
和
一
一
三
年
、
高

等
部
三
五
年
、
幼
稚
部
四
二
年
に
設
立
）
充
実
し
た
設
備
の
も
と

に
二
百
数
名
の
生
徒
が
通
学
し
て
い
る
。

一
般
学
習
、
生
活
指
導
、
養
護
訓
練
の
他
高
等
部
に
な
る
と
、

工
業
、
タ
イ
プ
、
珠
算
な
ど
選
択
学
習
も
加
わ
る
。
七
○
名
の
教

職
員
と
六
名
の
校
医
が
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

生
徒
達
の
自
主
活
動
も
盛
ん
で
、
児
童
会
、
生
徒
会
の
組
織
や

ク
ラ
ブ
活
動
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
文
部
省
よ
り
特
殊
教
育
実
験

学
校
の
指
定
を
受
け
て
い
て
、
皇
太
子
殿
下
や
常
陸
宮
御
夫
妻
も

お
迎
え
し
た
と
か
。
み
ど
り
学
級
と
い
う
在
宅
障
害
者
の
た
め
の

家
庭
訪
問
活
動
も
あ
る
。

肢
体
不
自
由
な
子
供
達
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
を
克
服
し
て
、

生
き
る
よ
ろ
こ
び
を
味
わ
い
社
会
的
自
立
、
機
能
の
向
上
を
は
か

り
人
間
的
な
資
質
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
肢
体
不
自
由
児
の
教
育
、
福
祉
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

一
人
で
も
多
く
の
市
民
に
問
題
を
知
っ
て
も
ら
い
、
解
決
の
願
い

を
高
め
る
た
め
に
最
近
「
セ
ン
セ
、
ぼ
く
歩
き
た
い
」
と
い
う
本

を
刊
行
し
た
。
定
価
５
０
０
円
、
友
生
養
護
学
校
に
て
注
文
の
受

付
け
を
し
て
い
る
。
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新
開
地
の
西
、
大
開
小
学
校
の
隣
に
「
神
戸
市
立
盲
学
校
」
が

あ
る
。
Ⅱ
の
見
え
な
い
子
供
た
ち
の
学
校
は
全
国
で
弼
校
、
兵
庫

県
に
は
こ
の
他
に
、
垂
水
と
淡
路
の
洲
本
に
県
立
の
盲
学
校
が
二

つ
あ
る
だ
け
。
こ
こ
は
幼
稚
部
、
小
学
部
、
中
学
部
、
高
等
部
と

に
分
か
れ
て
お
り
、
生
徒
数
は
全
部
で
百
二
十
一
名
。
玄
関
の
所

に
入
学
資
格
と
し
て
「
視
力
の
な
い
人
、
視
力
が
○
・
三
未
満
の

人
、
視
野
の
せ
ま
い
人
、
全
色
盲
の
人
、
夜
盲
の
人
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
現
在
点
字
の
教
科
書
を
使
っ
て
い
る
生
徒
は
妬
名
で
残

り
錨
名
は
普
通
文
字
の
教
科
書
を
使
っ
て
い
る
そ
う
左
の
で
弱
視

者
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
学
校
に
は
寮
が
な
い
の
で
生
徒
の

約
半
数
（
記
名
）
は
登
校
、
下
校
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て

い
る
。
目
が
不
自
由
た
た
め
、
生
徒
た
ち
は
学
校
の
理
療
科
で
、

ア
ン
マ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
師
、
ハ
リ
師
、
灸
師
左
ど
の
訓
練

を
受
け
、
国
家
試
験
に
パ
ス
す
る
と
卒
業
後
は
外
科
病
院
や
治
療

所
へ
就
職
し
て
い
く
生
徒
が
多
い
。

「
し
か
し
最
近
は
Ｎ
が
見
え
な
い
う
え
に
他
の
障
害
も
伴
っ
て

い
る
子
供
た
ち
、
た
と
え
ば
ち
え
遅
れ
で
盲
人
の
子
供
た
ち
な
ど

も
増
え
て
き
た
の
で
、
盲
・
精
薄
関
係
の
教
育
の
場
や
生
活
の
場

が
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
が
関
係
者
一
同
の
願
い
な
ん
で
す
」
と

根
岸
校
長
先
生
は
言
葉
を
結
ん
だ
。

垂
水
駅
か
ら
北
へ
歩
い
て
約
二
五
分
の
所
に
「
兵
庫
県
立
神
戸

聾
学
校
」
が
あ
る
。
耳
の
聞
こ
え
な
い
子
供
た
ち
の
学
校
は
全
国

で
約
一
○
○
校
あ
り
、
兵
庫
県
下
に
は
こ
の
他
に
豊
岡
、
姫
路
、

淡
路
の
三
校
が
あ
る
。
神
戸
聾
学
校
に
は
幼
稚
部
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
校
、
専
攻
科
が
あ
り
、
生
徒
数
は
全
部
で
約
三
六
○

名
。
中
学
部
ま
で
は
一
ク
ラ
ス
八
名
、
高
等
部
で
は
一
ク
ラ
ス
十

五
名
で
授
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
は
耳
が
聴

こ
え
な
い
た
め
、
学
校
と
し
て
は
口
話
教
育
（
唇
の
動
き
で
言
葉

を
読
み
と
る
）
基
本
方
針
に
し
て
い
る
が
、
高
学
年
に
な
っ
て
語

莱
が
複
雑
に
な
っ
て
く
る
と
ど
う
し
て
も
手
話
（
手
ぶ
り
で
意
志

を
伝
え
る
）
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
実
際
に
は
口
話
と
手

話
を
併
用
し
て
い
る
。
生
徒
は
神
戸
市
内
在
住
者
が
ほ
と
ん
ど
だ

が
、
県
下
各
地
、
九
州
、
北
陸
方
面
か
ら
勉
学
に
き
て
い
る
生
徒

も
あ
り
、
通
勤
が
で
き
な
い
生
徒
の
た
め
に
は
寄
宿
舎
も
あ
る
。

卒
業
後
は
最
近
は
印
刷
関
係
に
進
む
者
も
多
く
、
他
に
は
鉄
工
場
、

ゴ
ム
工
場
、
ミ
シ
ン
加
工
、
菓
子
製
造
業
、
会
社
の
事
務
員
、
キ

イ
パ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
か
な
り
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
生
徒
の

中
に
は
耳
が
聞
こ
え
な
い
だ
け
で
な
く
、
他
の
障
害
を
も
伴
っ
て

い
る
、
い
わ
ゆ
る
重
複
障
害
児
も
若
干
い
る
た
め
、
今
後
は
こ
の

方
面
の
教
育
方
法
の
研
究
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

☆兵庫県立神戸聾学校
< 耳の不自由表子どもたちの学校＞
神戸市垂水区福田１丁目
ＴＥＬ7 0 7 - 2 6 0 3

学 校長熊谷俊作

’
2３

☆神戸市立盲学校
< 目の不自由を子供たちの学校＞
神戸市兵庫区大開通４－１
ＴＥＬ5 7 7 - 1 2 2 1

学 校長根岸寛
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瀞
…

☆兵庫県立リハビリ
テーションセンター

神戸市垂水区玉津町吉田l O 7 0
T E L 9 1 3 - 5 6 0 1 - 3

所 長居村・茂徳

玉
津
寮
の
門
を
入
る
と
ま
つ
直
に
続
く
舗
道
の
両
側
に
い
ろ
い

ろ
の
施
設
が
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年
戦
災
者
の
応
急
援
謹
施
設
と

し
て
開
設
さ
れ
て
以
来
多
く
の
施
設
が
作
ら
れ
、
昭
和
四
十
六
年

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
が
出
来
、
県
か
ら
経
営
を
委
託
さ
れ

た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
身
体
障
害
者
の
う
ち
、
肥
才
以
上
で

早
期
に
治
療
す
れ
ば
全
治
す
る
可
能
性
の
あ
る
肢
体
不
自
由
者
を

収
容
し
、
そ
の
人
達
が
自
立
自
営
出
来
る
職
業
人
と
し
て
再
び
社

会
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
を
、
的
と
し
て
い
る
。
病
院
、
更
生
訓
練

所
、
授
産
施
設
、
義
肢
装
具
開
発
研
究
所
な
ど
総
合
さ
れ
て
い
る

更
生
訓
練
を
す
る
体
育
館
、
機
能
回
復
訓
練
を
す
る
ハ
ー
バ
ー
ト

タ
ン
ク
、
温
水
プ
ー
ル
、
渦
流
浴
装
置
、
い
ろ
い
ろ
個
人
に
合
っ

た
仕
事
を
学
習
す
る
作
業
室
、
個
別
療
法
室
、
手
術
室
、
診
察
室
、

病
室
、
食
堂
〈
重
症
の
人
以
外
は
す
べ
て
こ
こ
で
食
事
を
す
る
〉
な

ど
が
、
大
き
な
建
物
の
中
に
備
え
ら
れ
て
い
る
。
行
く
と
誰
も
気

付
く
だ
ろ
う
が
、
車
椅
子
用
に
廊
下
は
広
く
、
廊
下
の
両
側
に
は

す
べ
て
て
す
り
が
付
け
て
あ
る
。
こ
こ
の
施
設
次
長
大
川
千
歳
さ

ん
は
謡
事
故
が
起
っ
た
時
に
す
ぐ
に
こ
こ
に
運
ん
で
く
れ
れ
ば
本

当
に
適
切
な
治
療
が
出
来
る
の
で
す
が
と
い
っ
て
お
ら
れ
た
。
第

二
次
工
事
と
し
て
、
職
業
訓
練
部
門
と
授
産
部
門
の
整
備
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
玉
津
寮
に
は
、
こ
の
他
多
く
の
社
会
施
設
が
あ
る
。

蕊織

昭
和
如
年
の
夏
、
元
兵
庫
県
知
事
の
金
井
元
彦
氏
が
滋
賀
県
の

「
び
わ
こ
学
園
」
と
い
う
重
症
心
身
障
害
児
の
施
設
を
見
学
し
た

時
、
こ
う
し
た
重
症
児
が
生
ま
れ
る
の
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
検
討
し
、
こ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
が
こ
の

「
不
幸
な
子
ど
も
の
生
ま
れ
な
い
連
動
」
で
あ
る
。
昨
年
の
夏
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
「
ｍ
年
代
わ
れ
ら
の
世
界
」
で
紹
介
さ
れ
た
の

で
ご
存
知
の
方
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
結
婚
、
妊
娠
、
分
娩
、
出
産

後
な
ど
に
保
健
所
が
中
心
に
な
っ
て
医
学
的
検
診
を
行
い
、
心
身

障
害
児
の
発
生
を
で
き
る
だ
け
未
然
に
防
ご
う
と
す
る
所
に
こ
の

連
動
の
ね
ら
い
は
あ
る
。

昭
和
妬
年
「
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
」
が
成
立
し
た
時
、
そ

の
第
二
章
の
「
心
身
障
害
者
の
発
生
予
防
」
の
大
き
な
力
と
な
っ

た
の
が
兵
庫
県
の
こ
の
連
動
で
も
あ
る
。

「
障
害
児
が
生
ま
れ
て
か
ら
そ
の
保
護
や
対
策
に
一
生
懸
命
に

な
る
よ
り
も
、
ま
ず
障
害
児
が
生
ま
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
に
も
っ

と
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
一
年
間
に

百
五
十
件
ぐ
ら
い
の
重
症
黄
だ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
し
た

が
そ
の
師
％
は
救
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
」
と
橋
本
対
策
室
長
は
強

調
す
る
。
「
治
療
か
ら
予
防
へ
」
と
い
う
こ
の
連
動
の
理
念
は
高

く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

☆不幸な子どもの
生まれない運動

神戸市生田区下山手通５丁、ｌ
不幸な子どもの生まれまい対策室
ＴＥＬ3 4 1 - 7 7 1 1
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神
戸
駅
前
の
湊
川
神
社
の
西
、
神
戸
市
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
二
階
に
「
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
」
（
略
し
て
市
社
協
と
い

う
）
と
い
う
組
織
が
あ
る
。
社
協
の
活
動
は
非
常
に
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
い
る
の
で
一
口
に
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
「
地
域

住
民
自
ら
が
地
域
の
問
題
を
把
握
し
て
解
決
し
て
い
く
た
め
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
る
組
織
」
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
“
年
度
の

重
点
目
標
と
し
て
は
①
老
人
の
社
会
活
動
参
加
、
在
宅
老
人
の
援

護
な
ど
の
老
人
福
祉
対
策
の
推
進
②
地
域
社
会
に
お
け
る
児
童
の

健
全
育
成
の
た
め
の
子
ど
も
会
活
動
、
児
童
館
活
動
の
強
化
③
地

域
に
お
け
る
各
種
福
祉
活
動
を
増
進
す
る
た
め
の
地
域
福
祉
活
動

の
強
化
推
進
④
民
間
福
祉
活
動
施
設
の
近
代
化
の
促
進
、
特
に
利

用
者
の
処
遇
向
上
と
職
員
の
処
遇
改
善
の
推
進
⑤
社
会
福
祉
、
社

会
保
障
へ
の
住
民
参
加
の
促
進
、
特
に
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
育
成
、
強
化
⑤
住
民
の
福
祉
ニ
ー
ド
を
把

握
す
る
た
め
の
社
会
調
査
の
実
施
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
市
社
協
で
は
昨
年
九
月
か
ら
、

「
市
民
み
ん
な
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
友
愛
訪
問
活
動
」
を
行

っ
て
い
る
。
砺
才
以
上
の
一
人
幕
し
老
人
を
訪
問
し
て
奉
仕
活
動

を
す
る
計
画
な
の
で
参
加
ご
希
望
の
方
は
市
社
協
ま
で
ど
う
ぞ
。

神戸市生田区橘通３の１
総合福祉センター内
ＴＥＬ3 4 1 - 2 9 3 1 ～２

理事長滝川Ｉ券

☆神戸市心身障害者
扶養共済制度

☆神戸市社会福祉協議会

障
害
児
を
も
つ
親
に
と
っ
て
一
番
心
配
な
こ
と
は
、
自
分
た
ち

が
子
供
の
世
話
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
、
一
体
誰
が
子
供
た
ち
の

世
話
を
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う

い
っ
た
親
の
不
安
を
な
く
す
る
た
め
に
昭
和
型
年
か
ら
神
戸
市
で

ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
「
神
戸
市
身
心
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
身
心
障
害
者
の
保
謹
者
が
毎
月
掛
金
を
払
い
こ
ん

で
お
く
と
、
保
護
者
に
万
一
の
こ
と
（
死
亡
、
廃
疾
）
が
あ
っ
た

場
合
、
市
が
心
身
障
害
者
に
毎
月
二
万
円
の
年
金
を
支
給
し
て
経

済
的
に
援
助
し
よ
う
と
い
っ
た
制
度
で
あ
る
。

対
象
と
な
る
心
身
障
害
者
は
、
精
神
薄
弱
者
（
Ｉ
。
Ｑ
布
以
下
）

身
体
障
害
者
（
三
級
ま
で
）
、
自
閉
症
、
脳
性
ま
ひ
、
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
１
な
ど
の
人
を
含
み
、
加
入
者
は
十
一
月
現
在
神
戸
市
内
で

一
○
三
○
人
ほ
ど
。
ま
た
保
護
者
の
死
亡
な
ど
に
よ
り
年
金
を
受

給
し
て
い
る
心
身
障
害
者
は
二
○
人
で
あ
る
。
な
お
こ
の
制
度
は

昭
和
妬
年
２
月
か
ら
国
の
制
度
と
し
て
全
国
的
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
人
は
①
住
所
が
市
内
に
あ
る
こ
と
②

妬
才
未
満
で
あ
る
こ
と
③
生
命
保
険
契
約
の
被
保
険
者
と
な
れ
た

い
よ
う
な
疾
病
ま
た
は
障
害
を
有
し
な
い
こ
と
、
と
な
っ
て
い

る
。
希
望
者
は
住
所
地
の
福
祉
事
務
所
に
申
込
め
ば
よ
い
。

５
１
２
１

神戸市生田区加納町６の７
神戸市役所内障害福祉課
T E L 3 3 1 - 8 1 8 1 (代）
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篭蕊識躍識蕊鱗熟懲役

☆家庭養護促進協会
神戸市生田区橘通３の１
総合福祉センター２Ｆ
ＴＥＬ３４１５０４６

事務局長伊藤友 タ心予
１１

蕊揮
驚ｉ
箪識

『

蕊
蕊
蝋
雛
謹
駕
縛
癖

健
雄
に
恵
ま
れ
た
人
が
、
自
分
の
健
康
を
感
謝
す
る
時
に
、
精

神
薄
弱
者
の
噸
を
少
し
で
も
考
え
て
、
意
識
的
に
険
約
し
た
暖
か

い
一
○
○
円
を
お
誕
生
日
に
献
金
し
よ
う
と
い
う
迎
動
。

こ
れ
は
、
市
立
室
内
小
学
校
の
特
殊
学
級
の
担
任
を
し
て
い
た

藤
本
隆
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
三
名
の
教
師
の
話
し
合
い
か
ら

生
ま
れ
た
。
牢
自
然
発
生
的
に
共
鳴
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
奉
仕

者
）
の
推
進
を
受
け
て
昭
和
四
十
年
発
足
以
来
活
動
を
続
け
て
い

る
。主

旨
と
し
て
は
、
精
神
薄
弱
児
（
者
）
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
啓
蒙
運
動
。
原
因
の
大
半
を
遺
伝
に
よ

る
も
の
、
と
誤
解
し
て
い
る
こ
と
が
、
世
間
一
般
の
人
々
を
傍
観

者
の
立
場
に
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
だ
か
ら
後
天

的
な
原
因
に
よ
る
も
の
が
九
割
を
占
め
て
い
る
の
だ
と
い
う
事
実

を
知
り
、
正
し
く
理
解
す
る
事
で
自
分
の
問
題
と
し
て
主
体
的
に

考
え
て
も
ら
い
た
い
、
と
運
動
の
し
お
り
を
発
行
し
た
り
、
街
頭

対
話
を
し
た
り
の
活
動
を
し
て
い
る
。
七
年
た
っ
た
今
日
、
全
国

に
広
が
り
活
発
な
運
動
に
成
長
し
た
が
、
地
元
の
神
戸
に
も
っ
と

深
く
根
ざ
し
た
い
、
と
藤
本
先
生
は
い
う
。

献
金
方
法
は
、
氏
名
、
住
所
、
誕
生
日
を
書
き
添
え
て
郵
送
す

る
（
定
額
小
為
替
、
切
手
代
用
）
か
、
振
替
口
座
に
て
。

聴溌

鴬鴬癖

欝難

1２８

昭
和
三
十
六
年
四
月
、
「
あ
な
た
の
愛
の
手
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
神
戸
市
で
全
国
に
先
が
け
て
発
足
し
た
「
家
庭
養
謹
促
進

協
会
」
は
全
国
で
も
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
民
間
の
里
親
発
見
機
関

で
あ
る
。
こ
の
機
関
は
里
親
発
見
の
方
法
と
し
て
新
聞
や
ラ
ジ
オ

な
ど
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ

り
、
神
戸
市
で
は
毎
週
月
曜
円
の
神
戸
新
聞
の
朝
刊
に
、
そ
し
て

大
阪
で
は
征
Ｈ
新
聞
の
大
阪
版
に
「
あ
な
た
の
愛
の
手
を
」
と
い

う
棚
を
設
け
、
そ
こ
に
里
親
や
養
子
縁
組
を
必
要
と
す
る
子
供
の

写
真
と
記
事
を
掲
戦
し
、
子
供
を
引
き
う
け
て
く
れ
る
家
庭
を
さ

が
し
て
い
る
。
ま
た
ラ
ジ
オ
関
西
で
も
毎
週
日
曜
円
午
前
七
時
三

十
五
分
か
ら
「
里
親
さ
が
し
の
時
間
」
と
題
し
て
五
分
間
に
わ
た

り
放
送
し
、
親
が
育
て
ら
れ
た
い
子
供
の
誕
育
者
を
求
め
て
い

る
。
こ
の
〃
愛
の
手
連
動
″
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
も
う
十
一
年

に
も
な
る
が
、
こ
の
間
に
新
聞
に
掲
救
さ
れ
た
子
供
の
数
は
九
四

三
人
に
も
な
り
、
七
五
二
人
も
の
子
供
た
ち
が
暖
か
い
家
庭
の
中

で
育
て
ら
れ
て
き
た
（
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
末
現
在
）
。

協
会
の
ス
タ
ッ
フ
は
神
戸
と
大
阪
で
合
わ
せ
て
八
人
。
機
関
紙

「
育
て
る
」
を
年
二
回
発
行
し
て
い
る
。
こ
の
地
道
な
活
動
に
対

し
て
こ
の
家
庭
養
誰
促
進
協
会
に
昨
秋
、
兵
庫
県
社
会
賞
が
贈
ら

れ
た
。

☆誕生日ありがとう連動

綴
神戸I 1 j 葺合| Ｘ御幸通８の９の］
神戸国際会館１F
T E L 2 5 1 - 8 1 6 1 内線2 5 8
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鯵
叢
鼻
赤
娘

●
お
酒
の
殿
堂

酒類調味食品問屋

、神戸酒類販売株式会社
本店．生田区中山手通１丁目７６

ＴＥＬ(078)321-0201(代表）
支店。西宮。垂水・兵庫

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
時
服
約
代
理
店
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お申込みは月刊「神戸つ子」編集部まで。神戸市葺合区八幡通5 丁目9 6 ＫＥビル4 ＦＴＥＬ２２１７０３７

｢ 神戸っ子シリーズ」１
１月下旬発売／

世界の福祉施設
欧米の心身障害者を訪ねて
明著くカラー8ぺージ､本文320ページ定価1,000円＞

1２９

橋本

幸
な
内
容

③
神
戸
か
ら
シ
ア
ト
ル
へ

＠
ク
ラ
イ
シ
ス
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

ｅ
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ

②
隠
親
発
見
活
動

●
ブ
ォ
ー
ス
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
ペ
ア
レ
ン
ト

●
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

⑳
病
院
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

●
レ
ニ
ア
・
ス
ク
ー
ル

●
ア
メ
リ
カ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

④
社
会
福
祉
と
Ｐ
Ｒ
活
動

⑧
砂
漠
の
中
の
老
人
の
町

●
ポ
ー
イ
ズ
・
タ
ウ
ン

●
パ
ー
キ
ン
ス
盲
学
校

●
ス
ポ
ッ
ク
博
士
の
子
供
博
物
館

●
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

●
ロ
ン
ド
ン
の
パ
ー
ナ
ー
ド
ホ
ー
ム

（
イ
ギ
リ
ス
）

●
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
老
人
の
町

（
デ
ン
マ
ー
ク
）

、
奇
蹟
の
町
、
ル
ル
ド
を
訪
ね
て

（
フ
ラ
ン
ス
）

●
ベ
ー
テ
ル
ー
西
ド
イ
ツ
の
障
害
者

の
町
（
ド
イ
ツ
）

●
ヘ
ッ
ト
・
ド
ル
プ
ー
未
来
を
拓
く
オ

ラ
ン
ダ
の
コ
ロ
ニ
ー
（
オ
ラ
ン
ダ
）

西ドイツのベーテルにて（左笹者〕
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リ
の
ウ
ナ
ギ
の
〃
ア
ラ
〃
（
た
ま
に
は
頭
が
入
っ
て
い
る
）
を
、

お
よ
そ
パ
ケ
ッ
ニ
は
い
。
毎
日
、
川
魚
屋
か
ら
買
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
学
校
給
食
用
と
同
じ
大
釜
で
、
ゴ
リ
ラ
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ィ
の

食
べ
残
し
た
白
菜
の
か
ぶ
や
イ
モ
の
へ
た
を
バ
ケ
ツ
に
三
ぱ
い
。

そ
れ
に
ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ
の
残
り
物
の
鯨
肉
。
そ
し
て
食
堂
で
貰

う
残
飯
を
入
れ
て
約
三
時
間
、
と
ろ
と
ろ
と
煮
つ
め
る
。
そ
こ
へ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
や
ふ
す
ま
を
入
れ
て
れ
ば
り
を
つ
け
、
も
ち

ろ
ん
食
塩
で
味
つ
け
も
し
て
や
る
。
こ
れ
は
、
つ
ま
り
ク
マ
用
の

チ
ャ
ン
コ
鍋
で
あ
る
。

こ
の
栄
義
食
を
巨
漢
二
五
○
キ
ロ
、
ヒ
グ
マ
の
オ
ス
は
大
型
バ

ケ
ツ
に
二
は
い
も
の
の
五
分
で
平
ら
げ
て
し
ま
い
、
ま
だ
メ
ス

ス
に
吠
え
つ
か
れ
る
と
、
た
じ
た
じ
の
て
い
だ
。
大
喰
い
で
し
か

も
女
性
に
は
弱
い
と
あ
っ
て
、
こ
の
彼
に
我
々
は
ポ
パ
イ
と
い
う

愛
称
を
つ
け
て
や
っ
た
。

と
こ
ろ
が
体
長
二
メ
ー
ト
ル
、
め
ぐ
ま
れ
た
体
力
で
い
て
、
な

か
な
か
あ
い
く
る
し
い
顔
を
し
て
い
る
。
そ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿

に
、
つ
い
油
断
し
て
咳
み
つ
か
れ
た
と
い
う
事
故
の
多
い
の
も
、

こ
れ
ら
く
ま
飼
育
キ
ー
パ
ー
で
あ
る
。

こ
の
ポ
パ
イ
も
例
外
な
く
平
素
は
無
口
で
無
表
情
。
ま
る
で
な

に
も
で
き
な
い
あ
ど
け
な
い
顔
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
と
つ

く
る
い
だ
し
た
ら
、
と
て
つ
も
な
い
精
力
家
で
あ
る
。
ま
さ
に
世

に
言
う
〃
だ
ん
ま
り
の
な
ん
と
や
ら
…
…
″
と
い
う
や
つ
だ
。

と
も
か
く
、
ま
る
で
ぬ
い
ぐ
る
み
の
外
見
と
、
ち
っ
ぽ
け
な
眼

は
、
性
質
も
い
た
っ
て
お
と
な
し
く
見
え
、
つ
い
触
れ
た
く
な
っ

て
く
る
ほ
ど
相
手
を
油
断
さ
せ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
ベ
テ
ラ
ン
飼
育
係
で
も
、
ク
マ
の
気
心
を
つ
か
む
こ

と
は
こ
と
の
ほ
か
難
し
い
。
手
塩
に
か
け
、
ミ
ル
ク
で
育
て
た
子

グ
マ
で
さ
え
成
獣
と
も
な
れ
ば
牙
を
む
き
襲
っ
て
く
る
。
私
自
信

こ
の
ポ
パ
イ
に
左
手
二
指
の
自
由
を
失
う
重
傷
を
負
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
何
も
飼
育
者
に
対
す
る
反
抗
だ
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
ま

さ
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
性
的
成
熟
の
し
て
き
た
か
ら
だ
が
そ
う
さ
せ

る
の
で
あ
る
Ｐ
【
辱
併

ク
マ
は
元
来
野
生
で
は
単
独
生
活
。
見
つ
け
た
食
物
は
ひ
と
り

じ
め
、
腹
が
破
け
る
ほ
ど
食
べ
た
く
て
は
お
さ
ま
ら
な
い
喰
い
意

地
の
き
た
な
さ
を
も
っ
て
い
る
。

動
物
園
で
も
一
枚
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
親
子
夫
婦
が
キ
バ
を
む
い

て
、
腕
ず
く
で
奪
い
あ
う
。
そ
の
姿
は
ど
う
み
て
も
野
獣
そ
の
も

の
だ
。し

か
し
、
ク
マ
の
恐
し
い
こ
と
は
、
も
う
ひ
と
つ
、
産
情
期
で

あ
る
。
毎
年
五
月
’
六
月
に
ま
る
と
あ
れ
程
喰
っ
て
い
た
ポ
パ
イ

が
、
お
し
げ
も
た
く
餌
を
残
し
は
じ
め
る
。
よ
く
見
る
と
眼
さ
え

血
ば
し
り
、
ヨ
ダ
レ
を
流
す
興
奮
ぶ
り
、
夜
も
ろ
く
ろ
く
眠
ら
な

く
な
っ
た
。
そ
の
う
え
メ
ス
部
屋
に
入
り
こ
み
お
尻
を
追
い
つ
づ

け
る
。
突
然
ガ
ブ
リ
と
咳
み
つ
か
れ
よ
う
が
、
あ
の
手
こ
の
手
と
、

ク
マ
は
雑
食
だ
か
ら
、
蒲
焼
に
使
っ
た
あ
と
の
、
あ
の
骨
ば
か
の
食
卓
に
口
を
突
っ
こ
む
と
い
う
喰
い
つ
ぶ
り
。
そ
れ
で
い
て
メ

⑳年に一度の恋、ポパイの求愛

１
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メ
ス
グ
マ
に
つ
く
し
続
け
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
食
物
も
ノ
ド
を

通
さ
な
い
と
い
う
恋
ぐ
る
い
の
て
い
で
あ
る
。

他
の
動
物
の
場
合
、
発
情
期
は
春
秋
二
度
あ
る
も
の
や
、
一
年

中
、
あ
る
サ
イ
ク
ル
で
現
れ
、
そ
の
都
度
許
容
さ
れ
る
も
の
が
多

い
。
し
か
し
、
ク
マ
は
わ
ず
か
に
一
度
き
り
、
〃
そ
の
季
節
〃
が

や
っ
て
く
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
性
行
動
は
、
キ
リ
ン
や
ウ
シ
、
シ
カ
科
の
よ
う

に
瞬
時
に
終
っ
て
し
ま
う
、
あ
っ
け
な
い
も
の
で
は
な
い
。
メ
ス

の
性
臭
に
刺
激
を
う
け
た
オ
ス
の
ポ
パ
イ
は
興
奮
の
あ
ま
り
小
水

を
足
元
に
流
し
、
ぬ
ら
し
は
じ
め
た
。
や
が
て
、
そ
の
小
水
を
喫

い
だ
メ
ス
が
は
た
と
立
止
っ
た
ま
ま
動
か
な
く
な
る
。
そ
の
う
え

口
元
で
低
い
う
な
り
声
を
だ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
が
オ
ス
ヘ

の
サ
イ
ン
だ
。
と
、
そ
の
四
つ
ん
ば
い
の
メ
ス
に
う
し
ろ
か
ら
背

に
乗
り
か
か
っ
た
ポ
パ
イ
は
、
あ
の
〃
ク
マ
手
〃
で
力
い
っ
ぱ
い

メ
ス
を
自
分
の
方
に
引
き
よ
せ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
ク
マ
は
年
に
一
度
き
り
の
恋
と
あ
っ
て
、
そ
の
エ
ネ

瀧譜蕊露瀧騨織識騨輔鍵鑑識蕊譲鱗蕊識溌鍵蕊醗蕊

●メスグマの宿命一冬のさなかほら穴で愛児を育てるのです

ル
ギ
ー
を
一
気
に
使
い
果
す
。
一
分
一
秒
を
お

し
む
か
の
ご
と
く
、
そ
れ
は
時
間
の
単
位
で
表

わ
す
よ
り
も
、
実
に
、
朝
、
昼
、
夕
暮
れ
と
、

続
け
ら
れ
る
の
だ
。
メ
ス
の
背
に
お
お
い
か
ぶ

さ
っ
た
ま
ま
、
イ
ン
サ
ー
ト
の
ま
ま
、
メ
ス
の

動
く
ま
ま
ヨ
ロ
ョ
ロ
と
歩
く
。
し
か
も
、
一
週

間
か
ら
十
日
間
、
え
ん
え
ん
と
く
り
返
し
行
な

う
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
折
、
悪
し
く
も
意
外
と

ご
婦
人
方
の
ヒ
ト
だ
か
り
が
多
い
の
も
ほ
ん
と

の
話
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
、
ヒ
ト
日
を

は
ば
か
ら
な
い
ポ
パ
イ
の
お
か
げ
で
出
産
予
定

日
が
予
想
さ
れ
や
す
く
、
神
戸
王
子
動
物
園
で

は
、
毎
年
一
月
十
日
頃
、
可
愛
い
い
子
グ
マ
が

誕
生
し
て
い
る
（
こ
れ
ま
で
に
十
三
回
十
六
頭

の
子
グ
マ
が
育
っ
た
）
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
激
し
い
求
愛
の
あ

と
、
そ
の
シ
ー
ズ
ン
が
過
ぎ
れ
ば
、
も
は
や
、

あ
と
の
結
果
に
つ
い
て
は
知
ら
ん
顔
。
野
生
で

は
さ
っ
さ
と
オ
ス
メ
ス
が
離
れ
て
し
ま
う
。
そ

し
て
冬
の
さ
た
か
、
ほ
ら
穴
の
中
で
愛
児
を
育

て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
メ
ス

グ
↓
、
の
宿
命
な
の
で
あ
る
。
（
北
海
道
産
エ
ゾ

ヒ
グ
マ
体
長
二
メ
ー
ト
ル
体
重
二
○
○
キ
ロ
－

三
○
○
キ
ロ
で
、
雑
食
性
で
農
作
物
や
家
畜
を

襲
う
こ
と
も
あ
る
。
四
’
五
歳
で
性
的
に
成
熟

す
る
）
。
〈
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
〉

１
３２
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堂
蕊
鳥1３３

北海道の香りで初春の味を. ノ

●
北
海
道
飛
行
機
便
の
新
鮮
な

毛
が
に
ｌ
ｆ
Ｉ
ｆ
ｉ

十
勝
鍋
ラ
ギ
ヶ
の
ミ
ソ
ナ
ベ
凡
川

蝦
夷
鍋
一
シ
ャ
ケ
の
チ
リ
Ｋ
川

職
鐙
噛
鍵
懲

灘織i 灘灘懲

鰯

神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
一
丁
目
一
一
五

生
田
東
門
筋
東
門
会
館
ピ
ル
一
階
奥

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
知
）
七
七
七
○

あけまして

おめでとうございます

本年もどうぞよろしく………

5 0 年の老舗
お食事、御要会

時 雨茶屋
ﾉ亡ｌｌｌｌ３ＩトlIlI側ＴＥＬ<331〉００７０．１０６０
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う
映
画
の
艶
姿

治
八
映
画
評
論
家
Ｖ

１
１３４

「
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ム
ス
」
が
大
変
な
入
り
で
東
京
は
連
日
札
止

め
の
嘘
況
で
、
さ
る
十
一
月
に
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
娘
さ
ん
ジ
ョ
セ

フ
ィ
ン
に
逢
っ
て
、
パ
パ
の
話
を
し
た
の
も
嬉
し
い
思
い
出
。
チ

ャ
ッ
プ
リ
ン
は
オ
ナ
・
オ
ニ
ー
ル
と
五
十
四
才
で
結
婚
し
て
か
ら

八
人
の
子
供
を
も
う
け
、
ジ
ェ
ラ
ル
デ
ン
、
マ
イ
ケ
ル
、
ジ
ョ
セ

フ
ィ
ン
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
、
．
ユ
ー
ジ
ン
、
ジ
ェ
ー
ン
、
ア
ネ
ッ

ト
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
と
、
そ
の
末
っ
子
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
も

す
で
に
十
才
。
も
っ
と
も
オ
ナ
が
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
と
結
蛎
し
た
の

が
十
八
才
ゆ
え
の
子
だ
く
さ
ん
の
幸
せ
。
そ
れ
に
し
て
も
チ
ャ
ッ

プ
リ
ン
。
七
十
三
才
で
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
の
パ
パ
に
な
っ
た
と
は

た
い
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ィ
。

そ
の
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
（
二
十
四
才
）
は
夫
の
コ
ラ
ス
・
シ
ス
ト

オ
ヴ
ァ
ス
と
同
伴
来
日
。
こ
の
旦
那
は
ギ
リ
シ
ャ
の
毛
皮
商
の
大

富
豪
。
と
こ
ろ
が
逢
っ
て
み
る
と
ま
る
で
や
さ
し
い
。
ヒ
ゲ
の
あ

る
中
学
の
先
生
そ
の
ま
ま
。
二
人
は
二
十
五
才
（
ニ
コ
ラ
ス
）
ジ

ョ
セ
フ
ィ
ン
（
二
十
才
）
で
結
婚
。
す
で
に
一
つ
半
の
坊
や
あ

り
。
そ
の
名
は
，
．
．
…
チ
ャ
ー
リ
ー
だ
っ
て
。
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
と
パ

パ
の
映
画
の
こ
と
を
語
っ
た
ら
私
の
方
が
た
く
さ
ん
見
て
い
て

「
サ
ン
ー
ー
ー
・
サ
イ
ド
」
の
一
場
面
の
面
白
さ
を
私
か
ら
聞
き
な

が
ら
ク
ッ
ク
ッ
笑
っ
て
早
く
見
た
い
わ
。

「
バ
ラ
キ
」
（
コ
サ
・
ノ
ス
ト
ラ
）
が
出
た
あ
と
「
さ
ら
ば
友

よ
」
の
ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
の
ほ
う
は
、
ぐ
っ
と
砕
け
た
「
リ
ス
ボ

ン
特
急
」
で
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
ヌ
ー
ブ
と
共
演
の
こ
れ
ぞ
文
字
ど

お
り
天
下
の
美
男
美
女
共
波
の
大
活
劇
。
映
而
は
の
っ
け
か
ら
雨

活
劇
。
映
而
は
の
っ
け
か
ら
雨

の
海
岸
通
り
の
銀
行
強
盗
。
す

わ
一
大
＊
こ
こ
で
ア
ラ
ン
・
ド

ロ
ン
の
黒
め
が
ね
登
場
や
と
思

い
き
や
、
な
ん
と
ド
ロ
ン
今
度

は
刑
邪
で
し
た
。
し
か
も
こ
の

銀
行
ギ
ャ
ン
グ
、
Ｈ
的
こ
こ

に
非
ず
、
こ
れ
は
Ⅲ
的
の
大
犯

罪
決
行
の
な
ん
と
資
金
か
せ

ぎ
。
か
く
て
リ
ス
ボ
ン
行
き
特

急
の
車
内
に
か
く
さ
れ
た
麻
薬

を
狙
い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
空
か

ら
の
追
跡
。
ス
ル
ス
ル
と
ロ
ー

プ
下
ろ
し
走
る
列
車
に
乗
り
移

鐸
癖
鯛
畔
露
鍔
率
‐
癖
坐

鴬 ；
瑚鰻

鐙
，鍵謡

･ ラ・マンチヤの男
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■
Ｊ
鍔

る
曲
砦
。
こ
の
汽
車
こ
の
ヘ
リ
を
映
画
は
わ
ざ
と
チ
ャ
チ
な
ミ
ニ

チ
ュ
ア
で
見
せ
て
悪
漢
探
偵
追
っ
か
け
の
大
活
劇
を
い
さ
さ
か
漫

画
化
し
て
見
せ
た
。
と
こ
ろ
で
実
は
ボ
ス
の
情
婦
の
ド
ヌ
ー
プ
と

刑
撫
の
ド
ロ
ン
す
で
に
な
み
な
ら
ぬ
関
係
を
ほ
の
見
せ
て
、
そ
れ

と
知
り
つ
つ
ボ
ス
が
ド
ロ
ン
を
愛
し
て
の
こ
の
関
係
や
や
こ
し

く
、
さ
ら
に
艶
や
か
な
美
女
が
な
に
か
と
麻
薬
ル
ー
ト
の
や
み
の

密
告
。
こ
の
美
女
、
ド
ロ
ン
を
愛
し
て
首
っ
た
け
。
と
こ
ろ
が
そ
の

輪
、

密
告
の
一
つ
が
誤
っ
て
刑
事
ド
ロ
ン
危
ぐ
ど
じ
を
踏
み
、
彼
女
の

顔
を
張
り
倒
し
た
。
え
ら
い
こ
と
を
や
る
男
、
そ
う
思
っ
た
と
こ

ろ
な
ん
と
笑
は
そ
の
見
撚
美
し
い
女
、
初
め
っ
か
ら
男
性
。
オ
カ

マ
で
し
た
。
監
督
が
ジ
ャ
ン
・
ピ
ェ
ー
ル
・
メ
ル
ベ
ル
。
フ
ィ
ル

ム
、
ノ
ワ
ー
ル
（
暗
黒
下
町
も
の
映
川
）
の
一
派
だ
け
に
た
だ
の

活
劇
じ
ゃ
な
か
っ
た
。

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
一
九
六
五
年
初
演
以
来
大
当
り
の
そ
し
て

染
五
郎
ま
た
大
当
り
の
「
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
の
男
」
が
ア
ー
サ
ー
・

ヒ
ラ
ー
慌
督
、
ピ
ー
タ
ー
・
オ
ト
ゥ
ー
ル
の
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
。

ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
の
ア
ル
ド
ン
サ
。
ジ
エ
ー
ム
ズ
・
コ
コ
の

サ
ン
チ
ョ
・
パ
ン
ザ
・
…
・
・
で
い
よ
い
よ
登
場
。
こ
の
映
画
、
監
督

も
主
役
二
人
も
が
共
に
初
め
て
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
い
う
の
で
少

し
な
ら
ず
身
構
え
す
ぎ
た
。
え
ら
い
も
の
で
あ
の
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ

ー
レ
ン
に
し
て
コ
チ
コ
チ
と
な
っ
た
。
ピ
ー
タ
ー
・
オ
ト
ゥ
ー
ル

_ 海b “ j

ま

且
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騨
蓉
藩

・
デ
・
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
わ
れ
こ
そ
は
う
・
マ
ン
チ
ャ
の
騎
士
と
胸

張
り
上
げ
て
の
熱
演
。
そ
こ
で
こ
の
親
方
に
し
た
が
う
サ
ン
チ
ョ

の
…
・
・
・
お
前
は
ど
う
し
て
あ
ん
な
男
に
そ
う
忠
実
な
る
や
…
…
こ

れ
に
答
え
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
コ
歌
う
〃
本
当
に
好
き
だ
″
ア
イ

・
リ
ア
リ
イ
・
ラ
イ
ク
・
ヒ
ム
こ
の
歌
が
実
に
美
し
く
胸
せ
ま
、
り

ホ
ロ
リ
と
さ
せ
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
踊
り
と
歌
の
華
や
か
さ
か

ら
、
い
よ
い
よ
「
心
」
の
世
界
を
最
も
モ
ダ
ン
な
感
覚
の
セ
ッ
ト

、
、
、
、

．
デ
ザ
イ
ン
で
か
ん
け
つ
に
見
せ
る
方
向
へ
進
展
。

さ
て
谷
崎
潤
一
郎
名
作
「
券
琴
抄
」
が
新
藤
兼
人
脚
本
・
濫
将

で
映
側
化
。
お
琴
は
無
名
新
人
波
辺
督
子
。
佐
助
は
俳
優
座
の
河

原
崎
次
郎
。
こ
の
脚
本
、
お
琴
の
女
中
、
い
ま
は
七
十
八
才
、
義

老
院
入
り
。
こ
の
女
中
（
乙
羽
信
子
）
に
作
者
（
新
藤
兼
人
）

が
、
あ
り
し
日
の
お
琴
と
佐
助
の
こ
と
を
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
形
式

で
話
は
回
想
と
な
る
。
こ
の
映
画
妙
な
面
白
さ
。
女
中
が
ふ
て
ぶ

て
し
く
威
張
り
な
が
ら
の
回
想
を
実
直
に
聞
き
入
る
作
者
。
こ
の

脚
本
、
思
い
な
し
か
お
琴
佐
助
と
女
中
作
者
、
こ
の
二
つ
の
ダ
ブ

も
ず
や

ル
・
プ
レ
イ
の
奉
仕
ム
ー
ド
を
匂
わ
せ
て
、
と
に
か
く
鴫
屋
春
琴

が
お
こ
し
一
枚
の
丸
裸
に
な
る
の
だ
か
ら
ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
ビ

ッ
ク
リ
の
、
け
れ
ど
も
、
な
か
な
か
面
白
く
戯
作
ふ
う
に
作
ら
れ

て
妙
。 蟻

心

・リスボン特急/ 上、・設歌

露
叩
』

難鱗 §

は
天
下
の
大
役
と
こ
れ
ま
た
相

手
役
を
忘
れ
て
の
張
り
切
り

で
、
こ
の
映
測
、
演
出
、
張

演
、
そ
れ
ぞ
れ
が
コ
チ
コ
チ
の

き
ん
ち
よ
う
を
見
せ
た
も
の

の
、
そ
の
歌
そ
の
テ
ー
マ
の
美

し
さ
。
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
は
夢

想
の
実
行
派
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
は

す
べ
て
に
疑
い
抱
く
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
派
。
と
こ
ろ
が
ピ
ー
タ
ー
・

オ
ト
ゥ
ー
ル
が
ど
う
見
て
も
ハ

ム
レ
ッ
ト
咽
こ
れ
が
こ
ま
っ
た

が
御
本
人
は
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
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〈
６
〉

皇

い
ろ
く

エ
レ
１
１
ヌ
は
、
ど
う
見
て
も
、
金
髪
の
〈
入
れ
』
ハ
〉
だ
。

ほ
た
ち

そ
の
時
、
彼
女
は
、
二
十
の
大
学
生
だ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
語
の
誰
習
会
は
、
六
月
の
パ
リ
で
始
ま
っ
た
。

彼
女
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
良
家
の
一
人
娘
。
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

の
体
相
で
、
う
り
ざ
ね
顔
、
な
か
筒
の
典
型
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美

人
で
あ
っ
た
。

偶
然
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
Ｈ
さ
ん
に
、
彼
女
は
、
何
か

と
親
切
で
、
リ
ポ
ー
ト
ま
で
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

Ｈ
さ
ん
も
、
「
君
が
欲
し
い
」
と
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
言
い
続
け

た
。

が
い

そ
の
叩
斐
あ
っ
て
、
夏
休
み
の
グ
ル
ー
‐
プ
旅
行
で
、
コ
ー
ト
ダ

ジ
ュ
ー
ル
の
さ
び
れ
た
海
岸
に
、
二
人
だ
け
に
な
っ
た
時
、
彼
女

は
「
私
は
処
女
だ
」
と
、
言
い
な
が
ら
、
彼
の
男
根
に
、
手
を
さ

し
の
べ
て
来
た
。
「
私
、
は
っ
き
り
、
男
の
人
の
体
の
こ
と
知
ら

な
い
か
ら
、
教
え
て
欲
し
い
」
と
も
付
け
加
え
た
。

彼
は
、
本
気
で
、
「
妓
初
は
、
術
み
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、
出

Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア

ｌ
３Ｇ

え
・
浅
野
俊

い
れ
ろ
く

血
す
る
こ
と
も
あ
る
。
初
め
か
ら
、
快
感
を
覚
え
ら
れ
る
と
は
限

ら
な
い
け
れ
ど
、
男
性
の
い
た
わ
り
に
よ
れ
ば
、
き
っ
と
、
い
い

結
果
を
得
ら
れ
る
か
ら
、
決
し
て
悲
観
し
な
い
よ
う
に
」
と
、
教

え
、
彼
女
の
性
器
を
ま
さ
ぐ
っ
た
。

彼
女
の
性
器
は
、
す
ぐ
濡
れ
て
来
た
。

そ
の
夜
、
地
中
海
の
彼
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
二
人
は
、
夜
の

白
む
ま
で
、
愛
撫
し
合
っ
た
。
汗
と
愛
液
と
で
、
ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
挿
入
は
し
な
か
っ
た
。
不
用
意
に
、
コ
ン

ド
ー
ム
を
買
っ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
。

夏
が
過
ぎ
、
九
月
の
末
に
は
、
講
習
会
は
終
る
。

そ
れ
は
、
二
人
が
夫
々
、
ベ
ル
ギ
ー
と
ｎ
本
と
へ
、
パ
リ
に
別

れ
を
告
げ
る
Ｈ
だ
、

と
う
と
う
、
別
れ
の
前
夜
、
Ｈ
さ
ん
は
、
習
い
覚
え
た
フ
ラ
ン

ス
語
を
総
動
員
し
て
、
メ
イ
ド
イ
ン
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
ド
ー

ム
を
買
い
求
め
、
上
衣
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
の
ば
せ
て
、
密
会
を

約
束
し
た
ホ
テ
ル
に
急
い
だ
。

彼
女
は
、
着
替
え
て
、
ベ
ッ
ド
で
待
っ
て
い
た
。

エ
レ
ー
ヌ
の
分
厚
い
も
も
に
、
は
さ
ま
れ
た
彼
の
右
脚
は
、
今

に
も
、
と
け
そ
う
に
思
え
た
。

「
Ｈ
さ
ん
／
、
結
婚
し
て
ド
さ
い
／
Ｌ

「
僕
に
は
、
要
も
子
供
も
い
る
」

「
あ
な
た
／
，
指
輪
を
し
て
い
な
い
ぢ
ゃ
な
い
？
私
を
妓
初
か

ら
、
だ
ま
す
気
だ
っ
た
の
ね
／
・
」

「
そ
う
じ
ゃ
な
い
、
エ
レ
ー
ヌ
ノ
．
Ⅱ
本
で
は
、
結
婚
指
輪
を
し

な
い
風
習
な
ん
だ
。
わ
か
っ
て
欲
し
い
／
・
」

彼
女
の
大
き
な
茶
色
い
肺
は
、
涙
で
濡
れ
て
い
た
。

金
髪
も
、
分
際
い
唇
も
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
谷
間
も
稲
れ
て
い
た
。

「
許
し
て
く
れ
、
エ
レ
ー
ヌ
ノ
．
僕
は
も
う
こ
れ
以
上
、
識
を
求

め
な
い
。
今
夜
は
、
こ
れ
で
お
別
れ
し
よ
う
／
、
し
か
し
、
僕

は
、
あ
き
ら
め
な
い
。
若
し
消
さ
え
許
し
て
く
れ
る
な
ら
、
明
日

も
う
一
度
、
こ
の
ホ
テ
ル
を
訪
ね
て
く
れ
。
僕
は
、
こ
の
部
屋
で

君
を
待
ち
続
け
る
だ
ろ
う
」

翌
日
、
パ
リ
般
後
の
夜
ノ
．
遂
に
彼
女
は
や
っ
て
来
た
。

彼
女
は
、
静
か
に
脱
ぎ
終
る
と
、
ベ
ッ
ド
の
傍
に
ひ
ざ
ま
づ
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雲菱

き
、
小
声
で
お
祈
り
を
始
め
た
。

「
何
を
祈
っ
て
る
の
？
」

「
今
か
ら
す
る
こ
と
を
、
ロ
ー
マ
法
王
に
お
許
し
を
乞
う
て
い
る

の
」Ｈ

さ
ん
は
、
笑
い
出
し
そ
う
に
な
っ
た
。
彼
女
は
、
出
血
も
な

く
、
彼
自
身
を
迎
え
入
れ
た
。
Ｈ
さ
ん
の
心
配
を
よ
そ
に
、
ど
う

し
て
ど
う
し
て
彼
女
は
快
感
を
覚
え
た
よ
う
で
あ
る
。
普
段
の
善

良
な
微
笑
は
消
え
て
、
陰
影
の
あ
る
表
情
に
、
彼
女
は
、
幾
度
か

変
化
し
て
い
っ
た
。

の
ぽ
の
ぽ

「
登
る
／
、
登
る
／
，
」

と
、
そ
の
度
に
、
彼
女
は
声
を
発
し
た
。
彼
が
教
え
た
日
本
語

鍵
鱗

Ｉ＝＝一一一

錠：

ま

し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
罪
深
い
こ
と
に
、
彼
が

一
番
い
い
気
持
に
な
る
間
に
、
私
は
六
度
も
エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
覚

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
神
様
ノ
．
罪
深
い
私
を
お
許
し
下
さ
い
ノ
．
」

い
ろ
く

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
〈
入
れ
六
女
〉
趣
か
ず
の
こ
天
井
だ

と
、
Ｈ
さ
ん
が
知
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
あ

る
。

〃

ZZ2

’
3７

で
あ
る
。

翌
朝
、
二
人
は
寄

り
添
っ
て
、
セ
ー
ヌ

河
畔
を
散
策
し
た
。

彼
女
は
、
急
に
、

教
会
へ
儲
悔
に
行
く

と
い
う
。
Ｈ
さ
ん

は
、
自
分
は
異
教
徒

だ
か
ら
と
、
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
寺
院
の
礼
拝

堂
の
扉
の
外
で
待
っ

て
い
た
。
彼
女
が
出

て
来
た
と
き
、

「
何
を
繊
悔
し
た
の

？
。
」と

、
尋
ね
る
と
、

彼
女
は
、
ラ
テ
ン
語

で
、
次
の
よ
う
に
、

堂
々
と
答
え
た
も
の

で
あ
る
。

「
私
は
、
妻
子
あ
る

異
教
の
男
に
、
処
女

を
与
え
て
し
ま
い
ま
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